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報 告 事 項 が ２ 件 ご ざ い ま す 。  

 

第 １ 件 目 の ４ 月 ２ ５ 日 及 び ５ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 東 京

都 市 長 会 関 係 の 主 な 審 議 内 容 を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

は じ め に 、 ４ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 １ 回

東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が １ 件 あ り ま し た の で 、

報 告 い た し ま す 。  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 準 備 局 か ら 、 次 の ２ 点 に

つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

１ 点 目 は 、 東 京 2 0 2 0

ニーゼロニーゼロ

大 会 時 の 都 市 運 営 の 取 組 に つ

い て 、基 本 的 な 考 え 方 を 示 す「 東 京 2 0 2 0 大 会 に お け る 都 市

運 営 に 係 る 基 本 方 針 」 を 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 に 策 定 し た と の こ

と で し た 。  

東 京 都 で は 、こ の 方 針 に 基 づ き 、「 都 市 オ ペ レ ー シ ョ ン セ

ン タ ー（ 仮 称 ）」の 設 置 な ど 、大 会 運 営 に 係 る 総 合 的 な 連 絡

調 整 や 競 技 会 場 周 辺 で の 具 体 的 な 対 応 を 検 討 し て い く と の

こ と で し た 。  

ま た 、２ 点 目 と し て 東 京 2 0 2 0 大 会 の ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 要

項 （ 案 ） の 概 要 に つ い て 説 明 が あ り 、 大 会 ボ ラ ン テ ィ ア は  

８ 万 人 、 都 市 ボ ラ ン テ ィ ア は ３ 万 人 を 今 年 ９ 月 中 旬 か ら  

１ ２ 月 上 旬 ま で 募 集 す る 予 定 と の こ と で し た 。  

次 に 、議 案 審 議 事 項 と し て 、３ 件 の 審 議 が 行 わ れ ま し た 。  

議 案 第 １ 号 の 「 多 摩 地 域 市 町 村 観 光 地 域 づ く り 主 管 課 長

会 の 東 京 都 市 長 会 附 属 協 議 会 へ の 加 入 」 に つ い て は 、 多 摩

地 域 市 町 村 観 光 地 域 づ く り 主 管 課 長 会 か ら 依 頼 の あ っ た 市



 

2 

 

長 会 附 属 協 議 会 へ の 加 入 に つ い て 審 議 さ れ 、 承 認 さ れ ま し

た 。  

議 案 第 ２ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

全 国 市 長 会 委 員 、同 会 関 東 支 部 委 員 、東 京 都 市 区 長 会 役 員 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 の ほ か 、 そ の 他 の 委 員 の 推 薦 に つ い て

承 認 さ れ ま し た 。  

な お 、 私 は 、 引 続 き 東 京 都 景 観 審 議 会 委 員 に 推 薦 さ れ る

こ と に な り ま し た 。  

議 案 第 ３ 号 の「 全 国 市 長 会 要 望 事 項（ 平 成 ３ １ 年 度 要 望 ）

の 提 出 」 に つ い て は 、 東 京 都 市 区 長 会 と し て 提 出 す る  

１ ３ ６ 件 の 要 望 事 項 に つ い て 説 明 が あ り 、 そ の 後 審 議 ・ 決

定 さ れ ま し た 。  

 

そ の ほ か 、報 告 事 項 等 と し て 、「 東 京 自 治 会 館 施 設 維 持 保

全 計 画（ 案 ）」、「 全 国 市 長 会 会 長 の 立 候 補 者 」、「 会 長 専 決 処

分 」、「 各 種 団 体 か ら の 要 請 」、「 平 成 ３ ０ 年 度 市 町 村 共 同 事

業 助 成 金 審 査 会 の 審 査 報 告 等 」、「 平 成 ２ ９ 年 度 市 町 村 共 同

事 業 の 実 績 報 告 」、「 平 成 ２ ９ 年 度 調 査 研 究 報 告 書 」 に つ い

て 報 告 さ れ 、 了 承 さ れ ま し た 。  

 

続 き ま し て 、 ５ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 ２

回 東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ４ 件 あ り 、 主 な も の と

し て 、 都 知 事 か ら 説 明 の あ っ た ２ 件 に つ い て 報 告 い た し ま

す 。  

１ 件 目 は 、『「 東 京 都 受 動 喫 煙 防 止 条 例 （ 仮 称 ）」 骨 子 案 』

に つ い て で す 。  

こ の 条 例 は 、 屋 内 で の 受 動 喫 煙 に よ る 健 康 影 響 を 未 然 に
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防 止 し 、誰 も が 快 適 に 過 ご せ る 街 を 実 現 す る た め 、「 働 く 人

や 子 ど も 」 を 受 動 喫 煙 か ら 守 る こ と を 主 眼 に し た も の で 、

６ 月 か ら 始 ま る 都 議 会 に 提 案 す る 予 定 と の こ と で し た 。  

な お 、 知 事 か ら の 説 明 後 に 意 見 交 換 が 行 わ れ 、 私 か ら は

都 に よ る 条 例 の 周 知 徹 底 と と も に 、 本 市 の よ う に 今 後 独 自

の 条 例 を 検 討 す る 自 治 体 に 対 す る 財 政 的 ・ 技 術 的 な 支 援 を

求 め ま し た 。  

２ 件 目 は 、「 平 成 ３ １ 年 度 税 制 改 正 に 向 け て 」に つ い て 説

明 が あ り ま し た 。  

東 京 都 で は 、こ れ ま で 国 の 不 合 理 な 税 制 の 見 直 し に よ り 、

６ 兆 円 も の 財 源 が 奪 わ れ 、 都 内 自 治 体 に お い て も 消 費 税 の

清 算 基 準 の 見 直 し や ふ る さ と 納 税 な ど に よ り 大 き な 影 響 を

受 け て い ま す 。  

そ の よ う な 中 、 国 は 平 成 ３ １ 年 度 税 制 改 正 に 向 け て 、 地

方 法 人 課 税 の 「 新 た な 偏 在 是 正 措 置 」 を 行 う 考 え の も と 検

討 会 を 立 ち 上 げ る な ど の 動 き を 見 せ て い る こ と か ら 、今 後 、

都 と し て も 新 た な 検 討 会 を 立 ち 上 げ る と と も に 、 オ ー ル 東

京 で 東 京 の 主 張 を 発 信 し て い き た い と の こ と で し た 。  

な お 、 都 が 立 ち 上 げ る 検 討 会 に つ い て は 、 市 長 会 会 長 が

参 加 す る こ と が 確 認 さ れ ま し た 。  

次 に 、議 案 審 議 事 項 と し て 、５ 件 の 審 議 が 行 わ れ ま し た 。  

議 案 第 １ 号 の 「 平 成 ２ ９ 年 度 東 京 都 市 長 会 事 業 報 告 」 及

び 議 案 第 ２ 号 の 「 平 成 ２ ９ 年 度 東 京 都 市 長 会 一 般 会 計 歳 入

歳 出 決 算 」 に つ い て は 、 主 な 会 議 開 催 、 関 係 機 関 へ の 要 望

関 係 、 政 策 提 言 等 の 事 業 並 び に 決 算 状 況 に つ い て 報 告 が あ

り 、 い ず れ も 承 認 さ れ ま し た 。  

議 案 第 ３ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 等 の 推 薦 に つ い て 承 認 さ れ ま し た 。  
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議 案 第 ４ 号 の「 Ｃ Ｖ

シーブイ

－ ２ ２ オ ス プ レ イ の 横 田 飛 行 場 配 備

に 関 す る 要 請 」 に つ い て は 、 ４ 月 に 、 米 国 政 府 が 過 去 に 公

表 し た ス ケ ジ ュ ー ル を 変 更 し 、 今 年 の 夏 頃 に ５ 機 、 そ の 後

数 年 間 で 段 階 的 に 計 １ ０ 機 の Ｃ Ｖ

シーブイ

－ ２ ２ オ ス プ レ イ と 約

４ ５ ０ 人 の 人 員 を 横 田 飛 行 場 に 配 備 す る 予 定 で あ る と の 国

の 発 表 が あ っ た こ と を 踏 ま え 、 東 京 多 摩 ２ ６ 市 の 総 意 と し

て 、 国 に 十 分 な 説 明 責 任 を 果 た す こ と 及 び 安 全 対 策 の 徹 底

と 環 境 へ の 配 慮 等 を 米 国 へ 働 き か け る こ と を 要 請 す る こ と

に つ い て 審 議 さ れ ま し た 。  

本 件 に つ い て は 承 認 さ れ 、 ５ 月 ２ ９ 日 付 け で 防 衛 大 臣 及

び 北 関 東 防 衛 局 長 に 対 し て 要 請 書 が 提 出 さ れ て い ま す 。  

議 案 第 ５ 号 の 「 多 摩 ・ 島 し ょ 広 域 連 携 活 動 助 成 事 業 の 検

証 」 に つ い て は 、 一 般 連 携 活 動 及 び 子 ど も 体 験 塾 か ら な る

助 成 事 業 に 関 す る 現 状 や 課 題 を 踏 ま え た 検 証 の 結 果 に つ い

て 報 告 さ れ 、 承 認 さ れ ま し た 。  

そ の ほ か 、報 告 事 項 等 と し て 、「 会 長 専 決 処 分 」、「 都 市 税

財 源 に 関 す る 近 年 の 制 度 改 正 に よ る ２ ６ 市 へ の 影 響 」 に つ

い て 報 告 さ れ 、 了 承 さ れ ま し た 。  

以上が、市長会関係の報告です。 

 

第２件目として、「重度心身障がい者通所訓練事業に係る損害賠償請求訴訟の

判決」について、ご報告を申し上げます。 

 

本件訴訟は、本市が多摩市社会福祉協議会に運営を委託していた重度心身障

がい者通所訓練事業に関して、当該事業の利用者であった者が、本市及び多摩

市社会福祉協議会に対して、当該事業により原告に提供された食事の方法等が、
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虐待行為に該当し、それによって負った精神的苦痛等の損害賠償を求めて提起

した訴訟について、第１審及び第２審において相手方の請求が棄却されました

が、相手方がこの判決を不服として上告したことは、これまでにご報告したと

おりです。 

この上告について、平成３０年５月１５日に最高裁判所が上告を棄却する決

定をした旨の調書が市に送達されました。これにより、この事件についての市

の勝訴が確定したのでご報告するものです。 

 

以上、２件をご報告申し上げ、市長行政報告といたします。 

 

（平成３０年第２回多摩市議会定例会） 


